
目
　
　
　
次 

則 

規 
規

則

○
埼
玉
県
公
安
委
員
会
が
行
う
公
文
書

の
開
示
等
に
関
す
る
規
則
及
び
埼
玉

県
公
安
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則（

県
警
・
文
書
課
）

一

○
管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
（
総
務
給
与
課
）

二

訓

令

○
埼
玉
県
警
察
本
部
長
が
行
う
公
文
書

の
開
示
等
に
関
す
る
訓
令
及
び
埼
玉

県
警
察
本
部
長
の
保
有
す
る
個
人
情

報
の
保
護
等
に
関
す
る
訓
令
の
一
部

を
改
正
す
る
訓
令（

県
警
・
文
書
課
）

三

告

示

○
彩
の
国
資
源
循
環
工
場
第
Ⅱ
期
事
業

に
係
る
環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書

の
縦
覧

（
温
暖
化
対
策
課
）

三

○
蓮
田
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
の
変

更

（
み
ど
り
再
生
推
進
室
）

三

○
埼
玉
県
農
業
振
興
資
金
に
つ
い
て
の

告
示
の
一
部
改
正
（
農
業
支
援
課
）

三

○
和
光
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防

火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し

の
縦
覧

（
都
市
計
画
課
）

四

○
和
光
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変
更
に

係
る
図
書
の
写
し
の
縦
覧

（

〃

）

四

○
加
須
都
市
計
画
道
路
の
変
更
の
案
の

縦
覧

（

〃

）

四

○
加
須
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
の

案
の
縦
覧

（

〃

）

四

○
上
尾
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
係
る

図
書
の
写
し
の
縦
覧（

公

園

課
）

五

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
基
づ
く
聴
聞

（
開
発
指
導
課
）

五

○

〃

（

〃

）

五

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
公

告

（
建
築
指
導
課
）

五

○

〃

（

〃

）

五

○

〃

（
飯
能
県
土
）

六

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
の
位
置

の
指
定

（
秩
父
県
土
）

六

○
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
一
団
地
等
の

建
築
物
の
認
定

（
熊
谷
県
土
）

六

埼玉県発行

埼
玉
県
公
安
委
員
会
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
則
及
び
埼
玉
県
公
安
委
員
会
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
２０
年
９
月
２６
日

埼
玉
県
公
安
委
員
会
委
員
長
由
木
義
文

埼
玉
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１２
号

埼
玉
県
公
安
委
員
会
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
則
及
び
埼
玉
県
公
安
委
員
会

の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
埼
玉
県
公
安
委
員
会
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
１
条
埼
玉
県
公
安
委
員
会
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１３
年
埼
玉
県
公

安
委
員
会
規
則
第
１４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
１
号
、
様
式
第
８
号
別
紙
、
様
式
第
１０
号
、
様
式
第
１１
号
及
び
様
式
第
１３
号
中

「
（
あ
て
先
）

「
埼
玉
県
公
安
委
員
会
殿
」
を

埼
玉
県
公
安
委
員
会
」
に
改
め
る
。

（
埼
玉
県
公
安
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
２
条
埼
玉
県
公
安
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
１８
年
埼

玉
県
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
１
号
、
様
式
第
８
号
別
紙
、
様
式
第
９
号
別
紙
、
様
式
第
１１
号
、
様
式
第
１２
号
及
び

様
式
第
１９
号
中

「
（
あ
て
先
）

「
埼
玉
県
公
安
委
員
会
殿
」
を

埼
玉
県
公
安
委
員
会
」
に
改
め
る
。

附
則

１
こ
の
規
則
は
、
平
成
２０
年
１０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
埼
玉
県
公
安
委
員
会
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
規
則

及
び
埼
玉
県
公
安
委
員
会
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
様
式
に

－１－
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基
づ
き
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
人
事
委
員
会
委
員
長

香

川

實

埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
八
八
四

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
手
当
に
関
す
る
規
則
（
埼
玉
県
人
事
委
員
会
規
則
七
―
一
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

別
表
第
一
警
察
本
部
の
部
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

警
察
本
部

財
務
局
長

一
種

組
織
犯
罪
対
策
局
長

方
面
本
部
長

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
長

参
事

参
事
官

理
事
官

警
察
学
校
長

警
察
署
長（
浦
和
、
浦
和
東
、
浦
和
西
、
大
宮
、
大
宮
東
、

大
宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
、
新
座
、
草
加
、
上

尾
、
鴻
巣
、
川
越
、
東
入
間
、
所
沢
、
狭
山
、
西
入
間
、

飯
能
、
東
松
山
、
秩
父
、
熊
谷
、
深
谷
、
加
須
、
岩
槻
、

春
日
部
、
越
谷
、
久
喜
、
吉
川
）

二
種

警
察
本
部
の
課
（
室
・
所
・
隊
）
長

監
察
官

聴
聞
官

管
理
官

訟
務
官

主
席
師
範

総
括
調
査
官

市
警
察
部
副
部
長

市
警
察
部
の
課
長

方
面
本
部
副
本
部
長

警
察
学
校
副
校
長

警
察
署
長

警
察
署
副
署
長
（
浦
和
、
浦
和
東
、
浦
和
西
、
大
宮
、
大

三
種

宮
東
、
大
宮
西
、
蕨
、
川
口
、
武
南
、
朝
霞
、
新
座
、
草

加
、
上
尾
、
鴻
巣
、
川
越
、
東
入
間
、
所
沢
、
狭
山
、
西

入
間
、
飯
能
、
東
松
山
、
秩
父
、
熊
谷
、
深
谷
、
加
須
、

岩
槻
、
春
日
部
、
越
谷
、
久
喜
、
吉
川
）

主
席
調
査
官

主
席
指
導
官

主
席
専
門
官

公
安
委
員
会
室
長

取
調
べ
監
督
室
長

け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
所
長

音
楽
隊
長

監
査
室
長

装
備
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

照
会
セ
ン
タ
ー
所
長

留
置
セ
ン
タ
ー
所
長

採
用
セ
ン
タ
ー
所
長

犯
罪
被
害
者
支
援
室
長

企
画
調
整
室
長

現
任
教
養
推
進
室
長

生
活
安
全
指
導
室
長

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長

サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長

生
活
安
全
特
別
捜
査
隊
長

環
境
犯
罪
対
策
室
長

航
空
隊
長

刑
事
指
導
室
長

検
視
調
査
室
長

暴
力
団
排
除
対
策
室
長

交
通
安
全
対
策
推
進
室
長

交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
所
長

放
置
駐
車
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長

外
事
特
別
捜
査
隊
長

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
室
長

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
所
長

特
別
機
動
警
察
隊
長

次
席
（
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）

初
任
教
養
部
長

警
察
署
副
署
長

四
種

次
席

副
隊
長

術
科
教
養
部
長

五
種

附

則
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

埼
玉
県
警
察
本
部
訓
令
第
２５
号

埼
玉
県
警
察
本
部
長
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
訓
令
及
び
埼
玉
県
警
察
本
部
長
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
２０
年
９
月
２６
日

埼
玉
県
警
察
本
部
長
松
本
治
男

埼
玉
県
警
察
本
部
長
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
訓
令
及
び
埼
玉
県
警
察
本
部
長

の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
埼
玉
県
警
察
本
部
長
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
）

第
１
条
埼
玉
県
警
察
本
部
長
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
訓
令
（
平
成
１３
年
埼
玉
県
警

察
本
部
訓
令
第
２７
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
１
号
、
様
式
第
８
号
別
紙
、
様
式
第
９
号
別
紙
、
様
式
第
１１
号
、
様
式
第
１２
号
、
様

式
第
１４
号
、
様
式
第
１６
号
、
様
式
第
１９
号
別
紙
及
び
様
式
第
２１
号
中

「
（
あ
て
先
）

「
埼
玉
県
警
察
本
部
長
殿
」
を

埼
玉
県
警
察
本
部
長
」
に
改
め
る
。

（
埼
玉
県
警
察
本
部
長
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
訓
令
の
一
部
改
正
）

第
２
条
埼
玉
県
警
察
本
部
長
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
訓
令
（
平
成
１８
年
埼

玉
県
警
察
本
部
訓
令
第
１４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
１
号
、
様
式
第
８
号
別
紙
、
様
式
第
９
号
別
紙
、
様
式
第
１１
号
、
様
式
第
１２
号
及
び

様
式
第
１９
号
中

「
（
あ
て
先
）

「
埼
玉
県
警
察
本
部
長
殿
」
を

埼
玉
県
警
察
本
部
長
」
に
改
め
る
。

附
則

１
こ
の
訓
令
は
、
平
成
２０
年
１０
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
こ
の
訓
令
の
施
行
の
際
現
に
埼
玉
県
警
察
本
部
長
が
行
う
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
訓
令

及
び
埼
玉
県
警
察
本
部
長
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
等
に
関
す
る
訓
令
に
定
め
る
様
式
に

基
づ
き
作
成
さ
れ
て
い
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
一
号

埼
玉
県
環
境
影
響
評
価
条
例
（
平
成
六
年
埼

玉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
第
四
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
埼
玉
県
か
ら
大
里
郡
寄
居
町
の
区

域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
彩
の
国
資
源
循
環
工

場
第
Ⅱ
期
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
調
査
計

画
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。

こ
の
事
業
に
係
る
関
係
地
域
が
所
在
す
る
市

町
村
並
び
に
環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書
の
縦

覧
の
場
所
及
び
期
間
は
、
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

関
係
地
域
が
所
在
す
る
市
町
村

寄
居
町
、
深
谷
市
、
小
川
町
及
び
東
秩
父

村
二

環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書
の
縦
覧
の
場

所
及
び
期
間

イ

場
所

埼
玉
県
環
境
部
温
暖
化
対
策
課

埼
玉
県
東
松
山
環
境
管
理
事
務
所

埼
玉
県
北
部
環
境
管
理
事
務
所

寄
居
町
生
活
環
境
課

深
谷
市
環
境
課

小
川
町
環
境
保
全
課

東
秩
父
村
保
健
衛
生
課

ロ

期
間

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日
（
金
）
か

ら
同
年
十
月
二
十
七
日
（
月
）
ま
で
（
た

だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
休
日
を
除

く
。）
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
二
号

蓮
田
市
か
ら
蓮
田
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区

の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た

の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当

該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
環
境
部
み
ど
り
再
生

推
進
室
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
三
号

昭
和
三
十
九
年
埼
玉
県
告
示
第
七
百
三
十
八
号
（
埼
玉
県
農
業
振
興
資
金
に
つ
い
て
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

－３－

第����号平成��年�月��日（金曜日）



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

表
第
五
項
貸
付
限
度
額
の
欄
中
「
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
」
の
下
に
「
（
認
定
農
業
者
等
又
は
集
落

営
農
組
織
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
百
パ
ー
セ
ン
ト
）」
を
加
え
、「
三
百
万
円
」
を
「
五
百
万
円
」

に
改
め
、
同
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考一

認
定
農
業
者
等
と
は
、
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
九

年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
第
二
条
の
五
の
認
定
を
受
け
た
経
営
改
善
計
画
、
果
樹
農
業
振

興
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
十
五
号
）
第
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
果

樹
園
経
営
計
画
又
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）

第
十
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
農
業
経
営
改
善
計
画
に
つ
い
て
、
当
該
認
定
を
受
け

た
者
を
い
う
。

二

集
落
営
農
組
織
と
は
、
農
業
を
営
む
法
人
格
の
な
い
社
団
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
要
件

を
す
べ
て
満
た
す
も
の
を
い
う
。

イ

農
業
者
が
主
た
る
構
成
員
と
な
つ
て
い
る
こ
と
。

ロ

次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、
適
切
な
規
約
等
の
定
め
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

�

代
表
者
及
び
代
表
者
の
選
任
の
手
続

�

代
表
権
の
範
囲

�

農
業
経
営
の
近
代
化
に
資
す
る
目
的

�

意
思
決
定
の
機
関
及
び
当
該
意
思
決
定
の
方
法
（
意
思
決
定
に
対
す
る
構
成
員
の

参
加
を
不
当
に
差
別
し
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。）

�

構
成
員
た
る
資
格
並
び
に
構
成
員
の
加
入
及
び
脱
退
に
関
す
る
事
項

�

会
費
又
は
農
業
近
代
化
資
金
の
融
資
の
対
象
と
な
る
施
設
の
利
用
料
の
徴
収
を
し

て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
徴
収
方
法
（
徴
収
の
額
又
は
方
法
が
衡
平
を
欠
く
も
の
で

な
い
こ
と
。）

ハ

一
元
的
に
経
理
を
行
つ
て
い
る
こ
と
。

ニ

原
則
と
し
て
五
年
以
内
に
農
業
生
産
法
人
（
水
田
作
又
は
畑
作
に
係
る
農
業
経
営
以

外
の
場
合
に
は
法
人
）
に
組
織
変
更
す
る
旨
の
目
的
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

ホ

水
田
作
又
は
畑
作
に
係
る
農
業
経
営
の
場
合
は
、
農
用
地
の
利
用
の
集
積
の
目
標
を

定
め
て
い
る
こ
と
。

ヘ

主
た
る
従
事
者
が
目
標
農
業
所
得
額
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
四
号

和
光
市
か
ら
和
光
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び

準
防
火
地
域
の
変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送

付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十

三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整

備
部
都
市
計
画
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
五
号

和
光
市
か
ら
和
光
都
市
計
画
地
区
計
画
の
変

更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の

で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該

図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画

課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市

計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

加
須
都
市
計
画
道
路
三
・
五
・
五
号
不
動

尊
通
り
線
及
び
三
・
六
・
六
号
中
央
通
り
線

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

（
三
・
五
・
五
号
不
動
尊
通
り
線
）

イ

追
加
す
る
土
地
の
区
域

な
し

ロ

削
除
す
る
土
地
の
区
域

加
須
市
大
字
礼
羽
及
び
愛
宕
一
丁
目
の
各

一
部

（
三
・
六
・
六
号
中
央
通
り
線
）

イ

追
加
す
る
土
地
の
区
域

な
し

ロ

削
除
す
る
土
地
の
区
域

加
須
市
土
手
一
丁
目
、
土
手
二
丁
目
及
び

中
央
一
丁
目
の
各
一
部

三

都
市
計
画
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉

県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
加
須
市
ま
ち
づ

く
り
課
、
騎
西
町
産
業
建
設
課

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二

十
年
十
月
十
日
ま
で

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市

計
画
の
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す

る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

－４－

第����号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
九
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
処

分
に
係
る
公
開
の
聴
聞
を
次
の
と
お
り
行
う
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

聴
聞
の
日
時
及
び
被
聴
聞
者

聴

聞

の

日

時
被
聴
聞
者
の
商
号
又
は
氏
名
被
聴
聞
者
の
住
所
又
は
主
た
る

事

務

所

の

所

在

地

平
成
二
十
年
十
月
一
日

午
前
十
時

有
限
会
社
岡
三
住
宅

代
表
取
締
役

岡
本
康
裕

越
谷
市
北
越
谷
四
丁
目
二
番
七
号

五
〇
二
号

平
成
二
十
年
十
月
一
日

午
前
十
一
時

株
式
会
社
レ
ジ
ェ
ン
ド
ホ
ー
ム

代
表
取
締
役

柳
下
浩
利

川
越
市
鯨
井
新
田
一
番
地
八

平
成
二
十
年
十
月
一
日

午
後
二
時

有
限
会
社

田
口
屋

代
表
取
締
役

田
口
眞
理
子

さ
い
た
ま
市
北
区
東
大
成
町
二
丁

目
二
百
六
十
三
番
地

平
成
二
十
年
十
月
一
日

午
後
三
時

ワ
イ
ケ
イ
ホ
ー
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

吉
田
長
利

新
座
市
東
北
二
丁
目
三
十
五
番
七

二

聴
聞
の
場
所

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
二
番
二
十
四
号

埼
玉
教
育
会
館

三
〇
一
会
議
室

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
八
十
号

宅
地
建
物
取
引
業
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号
）
第
六
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
処

分
に
係
る
公
開
の
聴
聞
を
次
の
と
お
り
行
う
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

聴
聞
の
日
時
及
び
被
聴
聞
者

聴

聞

の

日

時
被
聴
聞
者
の
商
号
又
は
氏
名
被
聴
聞
者
の
住
所
又
は
主
た
る

事

務

所

の

所

在

地

平
成
二
十
年
十
月
一
日

午
後
一
時

西
川

文
子

越
谷
市
東
大
沢
四
丁
目
三
十
番
地

三

二

聴
聞
の
場
所

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
二
番
二
十
四
号

埼
玉
教
育
会
館

三
〇
一
会
議
室

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

加
須
都
市
計
画
用
途
地
域

二

都
市
計
画
を
変
更
す
る
土
地
の
区
域

加
須
市
愛
宕
一
丁
目
、
土
手
二
丁
目
、
大

字
礼
羽
、
大
字
久
下
及
び
富
士
見
町
の
各
一

部
三

都
市
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧
場
所

埼
玉
県
都
市
整
備
部
都
市
計
画
課
、
埼
玉

県
行
田
県
土
整
備
事
務
所
、
加
須
市
建
設
部

ま
ち
づ
く
り
課
及
び
騎
西
町
産
業
建
設
課

四

縦
覧
期
間

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
平
成
二

十
年
十
月
十
日
ま
で

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
七
十
八
号

上
尾
市
か
ら
上
尾
都
市
計
画
公
園
の
変
更
に

係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都

市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

二
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該

図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
公
園
課
に

お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
八
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
五
月
十
四
日

指
令
杉
整
第
一
九
〇
二
六
二
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
九
月
十
八
日
第
四
十
一
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

北
�
飾
郡
杉
戸
町
大
字
堤
根
字
前
島
四
三

六
八
番
二
、
四
三
六
九
番
二

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

東
京
都
中
央
区
銀
座
六
―
一
七
―
一

日
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

株
式
会
社

代
表
取
締
役

佐
藤

明

埼
玉
県
告
示
第
千
二
百
八
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

－５－

第����号平成��年�月��日（金曜日）
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埼
玉
県
知
事

上

田

清

司

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
九
月
二
日

指
令
東
整
第
一
九
〇
〇
二
九
一
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
九
月
十
九
日
第
四
十
二
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

比
企
郡
小
川
町
大
字
西
古
里
字
沼
ノ
谷
七

一
二
―
一
、
七
一
二
―
三
、
七
一
三
、
七
一

三
先
道
路

比
企
郡
嵐
山
町
大
字
吉
田
字
三
反
田
五
六

四
、
五
六
八
―
一
、
字
高
山
二
四
三
〇
―
一

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

群
馬
県
伊
勢
崎
市
中
町
六
八
二

久
保
田
倉
庫

有
限
会
社

代
表
取
締
役

久
保
田

武
明

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
五
十

五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百

号
）
第
三
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
の

で
、
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
飯
能
県
土
整
備
事
務
所
長

根

岸

功

一

許
可
番
号

平
成
二
十
年
六
月
二
十
日

指
令
飯
整
第
二
〇
〇
〇
一
一
〇
号

二

検
査
済
証
番
号

平
成
二
十
年
九
月
十
九
日

飯
整
第
二
〇
〇
〇
一
六
号

三

開
発
区
域
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

入
間
郡
毛
呂
山
町
大
字
川
角
字
内
手
一
二

七
五
番
一
、
一
二
七
六
番
七

四

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

坂
戸
市
南
町
一
六
番
一
四
号

有
限
会
社
福
栄
不
動
産

代
表
取
締
役

福
嶋

篤
喜

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
四
十
一
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ

る
道
路
の
位
置
の
指
定
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
秩
父
県
土
整
備
事
務
所
長

須

加

和

隆

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長
告
示
第
二
十
六
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
八
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

認
定
し
た
の
で
、
対
象
区
域
等
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
年
九
月
二
十
六
日

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所
長

小

川

倫

正

指
定
番
号

指

定

年

月

日

指

定

し

た

道

路

の

位

置

道
路
の
幅
員

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）

道
路
の
延
長

（
単
位
メ
ー
ト
ル
）

申
請
者
の
住
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

第

四

号

平
成
二
十
年
九
月
十
八
日

秩
父
郡
皆
野
町
大
字
皆
野
字
坊
ノ
上
五
五
八
番
一

三

九
・
〇
〇

一
二
四
・
二
三

秩
父
郡
小
鹿
野
町
飯
田
二
六
七
四
番
地

株
式
会
社
い
の
う
え
工
務
店

代
表
取
締
役

井
上
敏

認
定
番
号

認

定

年

月

日

対

象

区

域

公
告
に
係
る
対
象
区
域
等
を
縦
覧
に
供
す
る
場
所

第

二

号

二
十
年
九
月
十
七
日

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
三
ケ
山
字
向
田
三
百
六
十
八
番
外
四
百
五
十
九
筆

埼
玉
県
熊
谷
県
土
整
備
事
務
所

－６－

第����号平成��年�月��日（金曜日）



発 行 日

毎

週

火
曜
日
・
金
曜
日

購読料金

一
年
四
万
三
千
四
百
円

（
郵
便
料
金
を
含
む
。）

発 行 者

埼

玉

県

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
三
丁
目
十
五
番
一
号

〇
四
八
―
八
二
四
―
二
一
一
一（
代
表
） 埼

玉
県
報
ホ

�ム
ペ

�ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/A
01

/B
A
00/kenpouhom

e/fr_top.htm

印 刷 所

関

東

図

書

株

式

会

社

さ
い
た
ま
市
南
区
別
所
三
―
一
―
一
〇

〇
四
八
―
八
六
二
―
二
九
〇
一（
代
表
）

再生紙を使用しています。 －７－

第����号平成��年�月��日（金曜日）
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